
新しい芽を張り出していこう
２月のことを「如月(きさらぎ)」と呼びます。日本で「如月」が使われるようになった

理由はいろいろあるようです。
その１つは、２月は、草木の芽が張り出す月、だんだんと芽が大きくなる月というもの

です。そのことを昔の人は、草や木が張り出す月「草木張月」(くさきはりつき)と読んで
いたのですが、言葉が少し代わって、そして短くなって「如月」と呼ぶようになったと言
われています。
本校の子供たちは、これから次の学年、６年生においては進学に向かって新しい芽を張

り出そうとしています。２月、３月は、学習のまとめの時期です。学習や生活についてし
っかりまとめを行うとともに、それぞれの子供たちがこれまでの生活を振り返る中から、
次への準備を行うようにしていきます。
以前、全校児童に、私は次のような話をしました。

「温かな学校を創るには、何が必要かと考えたとき、
函南小学校の重点目標にある「よく聴いて、伝え合
う子」の『聴く(きく)』にあると思います。
『聞く』ではなく、『聴く』です。『聞く』と『聴く』
の違いは、どこにあるのでしょうか？『聞く』は、
音が耳に入ってくることを表します。それに対して
『聴く』は、文字の中に、「耳」だけでなく、「目」
と「心」が入っています。相手の人がどのような話
をしているのかを、しっかり見て、考えながら聴く
のです。相手の人を大切にする気持ちがなければ、
いけないのです。
そこには、真剣に聴こうとする心とともに「形」

も大切なこととしなければなりません。先生や友達
が話をしているときに、友達を大切にするならば、
姿勢もよくなるはずです。肘をついた悪い姿勢で話
を聞くことはいけないことです。先生や友達を大切
にする気持ちを「形」で表すのです。そうすると、
自分の考えを発表するときに、みんなが自分の考え
や意見を大切にしてくれていることが、とても大き
な安心につながるのです。
楽しくないですか？ワクワクしませんか？みんな

で、聴き合う関係を大切にした温かい函南小学校を
創っていきましょう。」
今回掲載した写真は、第１学年の「生活科」の授業の様子です。１年前には、保育所や

幼稚園に通っていた子供たちが、教師の適切な指導と安心して学習できる教室づくりによ
り、友達の話をしっかり聴き、自分の意見を伝えようとする姿を見ることができるように
なってきたのです。その成長が見られたことは、とても嬉しいことです。
第２学年から第６学年の子供たちも着実に成長しています。これからも一人一人のお子

さんの良さを認め、彼らの有する資質・能力を更に伸ばしていきたいと思います。
私たちの周りの自然は、春を待つ準備をしています。本校の児童においても、しっかり

準備をし、次の学年・進学に向けて、新しい芽を張り出していきたいと考えます。
(文責 渡邊)
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日 曜 行 事 ・ 活 動 給

1 火 朝会 ○

2 水 フッ素洗口 ○

中学入学説明会（保護者のみ参加に変更）

3 木 入学説明会 １２年５切 ○

「オミクロン株」によって新型コロナの感 4 金 ○

染が始まって以来、最多となる感染者数が毎 5 土

日更新されるなど、欧米などで見られた急激 6 日

な感染拡大が今まさに日本国内で起きていま 7 月 委員会⑩ ペア活動 ○

す。これを作成している時点では、静岡県は 8 火 ○

「まん延防止等重点措置」は適用されていま 9 水 ○

せんが、それも時間の問題でしょう。 10 木 １２年５切 ○

11 金 建国記念の日

いまや、国内で検出される新型コロナウイ 12 土

ルスのほとんどがオミクロン株になっている 13 日

ようです。さらに、近隣の高校が休校となっ 14 月 ○

ている等、これまでよりも若い世代に感染が 15 火 ６切 ○

広がっている印象を受けます。この感染症が 16 水 ○

流行始めた頃は、若い世代は罹らないような 17 木 ６切 ○

情報もありましたが、変異し状況も大きく変 18 金 フッ素洗口 ○

わってきました。 授業参観 ２～５校時 ６切

学校運営協議会③

このような状況を受け、先日も文書、メー 19 土 ○

ルでお願いしましたように、家族の不調であ 20 日

っても本校児童もお休みをお願いする等、警 21 月 １年５切

戒態勢を引き上げました。ご理解とご協力を 22 火 ○

お願いします。 23 水 天皇誕生日

24 木 １年５切 ○

また、中学校新入生説明会の児童の参加は 25 金 ６切 ６年生を送る会 ○

中止となり、保護者のみの参加となりました。26 土

同様に、本校も２月以降予定している授業参 27 日

観や２回目の修学旅行等の行事について、実 28 月 ６切 ○

施できるかどうかを感染状況の様子を見ながら検討していきます。そして詳細が決定次第、

お知らせしていきます。

この株は、感染力が強い一方、重症化するリスクはデルタ株などと比べると低いことも

分かってきています。しかし、先ほども触れましたが若い世代に感染が広がり、東部管内

の小中学校でも続々と学級閉鎖や学校閉鎖が発生しています。そして、なによりも感染す

ることには大きな不安があります。また本校の児童４９６名には、その２倍以上のご家族

もいらっしゃいます。なんとしても校内での感染拡大は防ぎたいと思います。感染拡大を

防ぐためには「３密を避ける」「マスクの着用」「手洗い・うがいの励行」「換気」等、基

本的なことの徹底となると考えています。学校でも指導していますが、ご家庭でも引き続

きよろしくお願いします。


